
（
人
事
院
規
則
一
e

三
四
の
一
部
改
正
）

第
二
条

人
事
院
規
則
一
e

三
四
（
人
事
管
理
文
書
の
保
存
期
間
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
三
の
表
規
則
一
〇
e

一
三
（
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
の

除
染
等
の
た
め
の
業
務
等
に
係
る
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
項
中 「
第
三
条
第
三
項
の
記
録
の
文
書
等
（
規

〇
e

五
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か

三
号
ま
で
又
は
第
三
項
の
規
定
の
例
に

作
成
し
た
も
の
に
限
る
。）

則
一
ら
第
よ
り

」
を

「
第
三
条
第
三
項
の
記
録
の
文
書
等
（
規
則
一

〇
e

五
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
又
は
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り

作
成
し
た
も
の
に
限
る
。）

第
三
条
第
四
項
の
記
録
の
文
書
等

」
に
改
め
る
。

告

示

別
表都

道
府
県

調

査

地

域

北
海
道

札
幌
市

函
館
市

旭
川
市

室
蘭
市

北
見
市

岩
見
沢
市

美
唄
市

名
寄
市

千
歳
市

倶
知
安
町

美
幌
町

青
森
県

青
森
市

弘
前
市

八
戸
市

三
沢
市

む
つ
市

岩
手
県

盛
岡
市

花
巻
市

一
関
市

二
戸
市

奥
州
市

宮
城
県

仙
台
市

石
巻
市

大
崎
市

利
府
町

秋
田
県

秋
田
市

横
手
市

大
館
市

湯
沢
市

山
形
県

山
形
市

米
沢
市

鶴
岡
市

新
庄
市

天
童
市

庄
内
町

平成™›年�月™ 日 金曜日 (号外第˜›š号)官 報

第
三
条
第
一
項
中
「
除
染
等
関
連
業
務
」
の
下
に
「
又
は
特
定
線
量
下
業
務
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
に
従
事

す
る
職
員
の
除
染
等
関
連
業
務
」
を
「
又
は
特
定
線
量
下
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
す
る
職
員
に
係
る
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

各
省
各
庁
の
長
は
、
特
定
線
量
下
業
務
に
職
員
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
被
ば
く
歴
の
有
無
（
被
ば
く
歴
を
有
す

る
職
員
に
あ
っ
て
は
、
業
務
の
場
所
、
内
容
及
び
期
間
そ
の
他
放
射
線
に
よ
る
被
ば
く
に
関
す
る
事
項
）
の
調
査
を

行
い
、
こ
れ
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
及
び
第
五
条
中
「
除
染
等
関
連
業
務
」
の
下
に
「
又
は
特
定
線
量
下
業
務
」
を
加
え
る
。

第
六
条
中「
除
染
等
関
連
業
務
」の
下
に「（
人
事
院
の
定
め
る
も
の
を
除
く
。次
条
第
一
項
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
加
え
る
。

第
七
条
の
見
出
し
を「（
除
染
等
関
連
業
務
等
管
理
規
程
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
、
除
染
等
関
連
業
務
」
の
下

に
「
又
は
特
定
線
量
下
業
務
」
を
加
え
、「
除
染
等
関
連
業
務
管
理
規
程
」
を
「
除
染
等
関
連
業
務
等
管
理
規
程
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
八
号
中
「
除
染
等
関
連
業
務
」
の
下
に
「
又
は
特
定
線
量
下
業
務
」
を
加

え
、
同
条
第
二
項
中
「
除
染
等
関
連
業
務
管
理
規
程
」
を
「
除
染
等
関
連
業
務
等
管
理
規
程
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
除
染
等
関
連
業
務
」
の
下
に
「
又
は
特
定
線
量
下
業
務
」
を
、「
の
う
ち
」
の
下
に
「
、
業
務
（
除
染
等

関
連
業
務
及
び
特
定
線
量
下
業
務
を
除
く
。）上
」
を
加
え
、「
管
理
区
域
内
に
お
い
て
同
条
第
五
項
の
放
射
線
業
務
に
従

事
す
る
又
は
従
事
し
て
い
た
職
員
が
当
該
放
射
線
業
務
」を「
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
職
員
又
は
立
ち
入
る
職
員
で
あ
っ

た
も
の
が
こ
れ
ら
の
職
員
と
し
て
当
該
業
務
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
う
ち
、
特
定
線
量
下
業
務
に
従
事
す
る
職
員
又
は
特
定
線
量
下
業
務
に
従

事
す
る
職
員
で
あ
っ
た
も
の
が
こ
れ
ら
の
職
員
と
し
て
当
該
特
定
線
量
下
業
務
へ
の
従
事
の
際
に
受
け
る
又
は
受
け

た
線
量
に
つ
い
て
は
、
除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
す
る
際
に
受
け
る
線
量
と
み
な
す
。

３

特
定
線
量
下
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
う
ち
、
除
染
等
関
連
業
務
に
従
事
す
る
職
員
又
は
除
染
等
関
連
業
務
に
従

事
す
る
職
員
で
あ
っ
た
も
の
が
こ
れ
ら
の
職
員
と
し
て
当
該
除
染
等
関
連
業
務
へ
の
従
事
の
際
に
受
け
る
又
は
受
け

た
線
量
に
つ
い
て
は
、
特
定
線
量
下
業
務
に
従
事
す
る
際
に
受
け
る
線
量
と
み
な
す
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
人
事
院
規
則
一
〇
e

五
の
一
部
改
正
）

第
三
条

人
事
院
規
則
一
〇
e

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
五
項
中
「
除
染
等
関
連
業
務
」
の
下
に
「
及
び
特
定
線
量
下
業
務
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
中
「
規
定
す
る
除
染
等
関
連
業
務
」
の
下
に
「
又
は
特
定
線
量
下
業
務
」
を
加
え
、「
当
該
除
染
等
関

連
業
務
」
を
「
こ
れ
ら
の
業
務
」
に
改
め
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
（
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

人
事
院
総
裁

原

恒
雄

人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
e

三
〇

人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ル
]
中
「
消
防
庁
本
庁
」
の
下
に
「
、
経
済
産
業
省
本
省
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
骨
髄
液
の
」
を
「
骨
髄
若
し
く
は
末
梢し
よ
う

血
幹
細
胞
移
植
の
た
め
の
末
梢
血
幹
細

胞
の
」
に
、「
又
は
骨
髄
移
植
の
た
め
」
を
「
又
は
」
に
、「
骨
髄
液
を
」
を
「
、
骨
髄
移
植
の
た
め
骨
髄
若
し
く
は
末
梢

血
幹
細
胞
移
植
の
た
め
末
梢
血
幹
細
胞
を
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
五
e

一
五
（
非
常

勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

人
事
院
総
裁

原

恒
雄

人
事
院
規
則
一
五
e

一
五
e

一
二

人
事
院
規
則
一
五
e

一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
五
e

一
五
（
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
十
号
中
「
骨
髄
液
の
」
を
「
骨
髄
若
し
く
は
末
梢し

よ
う

血
幹
細
胞
移
植
の
た
め
の
末
梢
血
幹
細
胞
の
」

に
、「
又
は
骨
髄
移
植
の
た
め
」
を
「
又
は
」
に
、「
骨
髄
液
を
」
を
「
、
骨
髄
移
植
の
た
め
骨
髄
若
し
く
は
末
梢
血
幹
細

胞
移
植
の
た
め
末
梢
血
幹
細
胞
を
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
四
十
九
号

小
売
物
価
統
計
調
査
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
総
理
府
令
第
六
号
）
第
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
調
査

地
域
を
別
表
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
し
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。
な
お
、
小
売
物
価
統
計
調
査
規
則
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
地
域
等
を
定
め
る
件
（
昭
和
五
十
七
年

総
理
府
告
示
第
八
号
）
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

˜˜
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